
◆将来像の検討について

農業 観光・商業 教育・文化 福祉 子育て 自然環境 安全 都市基盤 行政機能

・温泉の質が良い ・地域の伝統文化を継承する ・子育てしやすい環境の充実 ・安心できる生活環境づくり ・移動手段の確保 ・行政サービスが分かりやすいまち

・若者が働きたい職場があるまち ・自慢できる生涯学習センター ・高齢者の移動手段の確保 （街灯や防犯カメラの設置） ・大型商業施設の誘致 ・市⺠の意⾒が政策に反映されるまち

・子育てしやすい環境の充実 ・郷土愛を育む人材の育成 ・18歳まで医療費の無料化の実現 ・消防団組織の改編 ・道路の安定した維持管理 ・自助、共助、公助がバランスよく

・魅力ある企業があるまち ・心豊かな質の高い学校教育 ・孤立せず支えあえるまち ・地域における防災訓練の実施 ・安心して快適に過ごせる公園整備  実現するまち

・地産地消の推進 ・健康とスポーツイベントのコラボ ・顔が⾒える地域、人と人が助け合 ・豊かな自然を未来に残せるまち ・都心部から地方へ移住の推進 ・市⺠に愛着のある職員の育成

・温泉と食と水を活かした観光戦略 ・ボランティアを活用した学習  える付き合い ・災害時も地域で支えあえるまち ・子育てしやすい環境で移住促進に ・地域に密着した行政サービス

・多様な働き方を選択できるまち  機会の提供 ・定年後も働ける場の実現 ・環境意識が高いまち  力をいれたまち ・健全な財政運営

資料２

①地域特性を活かした安全で高品質な農林畜産物が生産されている 64.3 ①子育てしやすい環境 84.2

市⺠アンケート

※満足度が高いもの 割合（％） ※重要度が高いもの 割合（％）

②治安が良く、安心して暮らせる 59.0 ②治安がよく、安心して暮らせる 83.6

③節水、ごみの分別・減量化などの環境保全活動 42.2 ③地域特性を活かした安全で高品質な農林畜産物が生産されている 83.2

④市からの情報発信 41.0 ④魅力的な企業の誘致や働く場所がある 82.3

⑤子育てしやすい環境 38.3 ⑤高齢者福祉のサービス 81.4

⑥小中学校の教育環境 36.0 ⑥小中学校の教育環境 81.4

⑦防災訓練や消防団等の活動 35.2 ⑦路線バス・べんりカー・あいのりタクシーの公共交通 79.7

⑧緑や公園があり、住みやすい 34.6 ⑧市外の人を連れて行きたくなる観光地やイベントがある 79.6

⑨市職員の市⺠への対応 30.5 ⑨商工業に活気がある 78.6

⑩高齢者福祉のサービス 29.4 ⑩市街地や道路、上下水道、商業交流施設などの住環境 78.4

自由コメントから抜粋したキーワード

市政運営

市⺠ワークショップ 高校生アンケート 桜の木意見聴取
10年後のありたい姿 菊池をどのようなまちにしたいか 「住みたい10年度の菊池市」や「菊池市の魅力」について

産業と経済 教育と文化 保健と福祉 自然環境と安全 都市基盤と生活基盤

①活気あるれる仕事があるまち ①歴史を活かした観光のまち ①図書館で友達と勉強や読書ができる環境がある

②地域資源を活用して経済が潤うまち ②人権が尊重されるまち ②若者から高齢者まで集うことができる施設がある

第１次総合計画の将来像 第２次総合計画の将来像

③地域で支え合う思いやりのまち ③交通機関が充実したまち ③コロナの収束

④健康で楽しく暮らせる安全・安心のまち ④商業施設が充実したまち ④豊かな地域資源の活用

⑤豊かな自然の中で生活できるまち ⑤子育て支援や医療が充実した安心・安全のまち ⑤人権啓発と文化活動

⑥環境にやさしく災害に強いまち ⑥子どもからお年寄りまで安心して暮らせるまち

「いきいきと暮らす人々」「豊かな自然」それぞれが本市のまちづくりに、豊かさ、輝きを与えてくれる大切な”宝”です。これらの”宝”
を市⺠⼀人ひとりが知恵と工夫で大切に守り、磨き続けることにより、将来にわたって、自分らしく、生きがいをもって暮らしていける
夢や希望があふれるきくち。仕事や学業、観光で訪れる人など多くの人々が交流し、社会的・経済的活気に満ちたまちを目指します。

人と自然が調和し 希望と活力に満ちた 『癒しの里』きくち

①水と緑に育まれた「心のふるさと」づくり
②水と緑に含まれた「爽快ふるさと」づくり
③水と緑を活かした「活き活きふるさと」づくり

自然の恵みを守り、自然を活かして穏やかな発展を続けていく

安心・安全の『癒しの里』きくち

SDGs未来都市の2030年のあるべき姿

里山資源を生かし、ヒトやモノがつながり、自立発展し続けるまち

８年後の将来像（案）


